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仕様

電源 なし

新基板！ 帯域切り替え スイッチ式

無電源・インダクター切り替え方式

Y07-950810 CODE1628-195 第17版 140311 GYYY

基板寸法 Ｗ５９ Ｄ４４ Ｈ１７ mm無電源で動作します。

検波には順電圧の低いショットキーダイオードを使用、高感

度です。

インダクター切り替え方式により受信選局性もすぐれていま

す。（高・中・低域にスイッチで切り替えできます）

［キット］

ＲＤ－０２Ｋ

受信周波数範囲 ５３０～１６０５kHZ

同調方式 ＬＣ可変

Ｌ分 不連続

（高・中・低域 切り替えスイッチ）

Ｃ分 連続

（ポリバリコン）

検波素子 ショットキーダイオード

地域によっては、電波が弱く、当機では受信できな

い場合もありますのでご了承ください。

４ ９ ０４０ ７４０１４ ９ ０４０ ７４０１６２８５

□Ｒ１ 赤赤橙金

□Ｄ１ ダイオード

取付方向なし
まっすぐに差し込む

□Ｌ１ 灰赤黒金
□Ｌ２ 茶黒茶金
□Ｌ３ 茶緑茶金

茶
緑
茶
金

茶
黒
茶
金

ハンダ付け

バリコン

基板

□ＰＶＣ１ バリコン
□ねじ ２ケ（なべ）
□ねじ １ケ（皿）
□ダイヤル

ダイヤル

□ＧＮＤ 黒 1.5m

□ＡＮＴ 赤 1.5m

インダクター

抵抗

※ダイヤル上の数は同調周波数
と関係ありません。

灰
赤
黒
金

赤赤橙金

Ｏ
Ｕ
Ｔ

□イヤホン

入

HIGH

MID

LOW

□ＳＷ１

穴位置にあわせて

まっすぐ差し込む

222

□Ｃ１ ２２２
ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ

まっすぐに
差し込む

極性なし

帯側

が上

立てて

実装

向きに注意！

→

・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良、性能向上のため予告なく仕様、

外観等を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため本書をよくお読みになり、

正しい工具の使用・手順を守ってください。

・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品質・安全運

用等の保証はできません。完成後はお客様(組立作業者)ご自身の責任のもとでご使用

ください。

・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていませ

ん。また、本製品に起因する直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規

定範囲を超えての補償には応じられません。
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下記のリストでパーツをチェックしてください。

□Ｒ１ 抵抗 赤赤橙金

□Ｌ１ インダクター 灰赤黒金

□Ｌ２ インダクター 茶黒茶金

□Ｌ３ インダクター 茶緑茶金

□Ｄ１ ダイオード

□ＲＤ－０２Ｋ 基板
□ＶＣ１ バリコン

□ねじ なべ ２ヶ
□ねじ 皿 １ヶ

□ダイヤル １ケ

□ＡＮＴ 赤 1.5m

□ＧＮＤ 黒 1.5m

□イヤホン

□ ＳＷ１ スライドスイッチ

パーツの取り付けは組立参考図を見ながら番号順に行ってください。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きちんと差込、ハンダ付けしてください。

ペーストは絶対に使わないでください。

ケースなどに組み込む場合は、動作試験の後でおこなってください。

ＡＮＴ，ＧＮＤ線をなるべく大きな に取

り付けてください。（ベランダ，窓枠，金属性ラッ

ク，机，など）

金属箇所につなぐ

金属箇所につなぐ

・ＡＮＴ，ＧＮＤ線は の金属物に取り付けて
ください。

・ＡＮＴ，ＧＮＤ間が「ショート」していると受信
できません。

・金属性の物でも表面に絶縁性の物が塗られている
箇所に、クリップを接続しても受信できません。
クリップは金属が露出している箇所に接続してく
ださい。

取り付けのポイント

ゲルマラジオの特徴として電源のいらないかわりに

のと ことがあげられます。

感度が低いのは音量が低いという事で（到達した時点で電波

の弱い局は受からない。）選択度は周波数の近い局があったと

き、どちらの局も受かってしまうことです。ここで出力の大き

な局があると（送信所に近いと）弱い局は聞こえなくなりま

す。

もともとゲルマラジオは 位のアンテナを、電波状態の

いいところに張って、地中に をとって、それでようやく

かすかに聞こえる程度のものです。性能は最近の６石スーパー

ラジオにはとうてい比較にならないものです。

では、どうすれば、よいのかといえば、１０ｍのアンテナ

と、アースが望ましいのですがなかなかできるものではありま

せん。出来るだけ電波状態のいいところで、例えば、屋上とか

屋外とか（雷の鳴っているときはやめましょう。）窓際で出来

るだけ距離の離れた大きな金属物体の２点を付属のクリップで

はさみます。

送信所の方向も関係しますので、いろいろな金属物体で試し

てみてください。なお電波状態の悪いところ（普通のラジオが

受かったとしてもゲルマラジオでは受からないことがありま

す。

また一般的に室内は非常に感度が落ちます。鉄筋の場合は特

に感度が落ちます。窓際の近くの異なる金属物で受かることも

あります。）では受かりません。

受かったり受からなかったりするのは電波状態が変化するた

めと、クリップの接触が不安定になるためです。

ゲルマラジオはアンテナの善し悪しで感度が大きく変わりま

す。色々なアンテナを試してみてください。

□ Ｃ１ セラミックコンデンサ
（２２２：２２００ｐＦ）

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所 まで
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本キットは、ＳＷ１（Ｌ：インダクター）を切り替

える事によって受信範囲を、高・中・低域に選択する

ことができます。

また、バリコンのダイヤルを回転させる事で同調周

波数を微調整できます。

HIGH

MID

LOW

HIGH

MID

LOW

HIGH

MID

LOW

低域

約５００ｋ～１０００ｋ

中域

約７００ｋ～１４００ｋ

高域

約１１００ｋ～１６００ｋ

※受信できない場合は、場所やアンテナにする物体を変えてみてください。

地域によっては、電波が弱く、当機では受信できない場合もあります。

（２ページ「無電源ゲルマラジオについて」を参照ください。）

搬送波の振幅を変調波によって変化させること。

音声信号は周波数が低いので、そのままでは電波（電

磁波）として空間を伝わって行くことができません。

（低い周波数の電気振動を電波として放射する事は難し

いため）

そこで、図のように高い周波数の電気振動（搬送波）

に音声信号（変調波）の変化と同じ変化をもたせて、ア

ンテナから電波として放射しています。

音声信号（変調波）

高周波（搬送波）

被変調波

アンテナには様々な周波数の電波が作用します。その

中から目的の周波数の高周波だけを、とりだすために図

のような同調回路が、もちいられています。

図の回路は直列共振回路と呼ばれるものです。共振周

波数で、インピーダンス（交流的なものも含めた総合的

な抵抗値）は最小になり、回路電流最大、Ｌ、Ｃ端子間

電圧は最高になります。

※解説書、第1～7版までの基板は「並列共振回路」が採

用されていました。第8版以降の回路は「直列共振回

路」に変更されています。

共振点以外の周波数の高周波に、とっては、回路のイ

ンピーダンスが高いので、電流がほとんど流れません。

C1はアンテナ側のインピーダンスの影響（高い時に悪

化）を減らすために取り付けられています。

また、共振周波数の高周波の大きさより共振周波数付

近の周波数の高周波の方が大きい場合には後者の方が復

調後大きく聞こえることになり周波数の選択性が悪くな

る（混信）ことになります。

通常は増幅回路によって、このような事にならないよ

うに、なっていますが、当キットには増幅回路が入って

いません。（増幅回路には、電源が必要）そのため周波

数選択性は、通常の物（増幅回路付きのラジオ）より劣

りますが、インダクターを可変できるようにした事によ

り、コンデンサーのみの可変による同調のときよりも選

択性は、やや向上されています。

共振周波数～容量特性は、右図のようになります。

図を見ての通り容量が少なくなると、グラフの線の傾

きが急になっています。これは、少しの容量変化で共振

周波数が大きく変わることを表しています。又、バリコ

ンの容量も決してゼロには、なりませんし、パターン間

や端子間などの容量成分も有り容量は、あまり小さくな

りません。このことから高い周波数の共振はとりにくい

と言えます。

当キットの場合は低い周波数から高い周波数まで幅広

く共振をとりやすくする事と帯域を分け混信をふせぐた

めに、インダクターを可変式にしています。
２０ ４０ ６０ ８０１００

１２０
１４０

１６０
１８０

２００
２２０

２４０
２６０

２８０

５００Ｋ

１０００Ｋ

１６００Ｋ

ｆ（HZ）

０

共振周波数とバリコン容量の関係

Ｃ（pF）

３３２μＨ

１８２μＨ

８２μＨ

ゲルマラジオの特性上、全局の受信は困難ですので

ご了承ください。

高周波入力源

検波へ

共振周波数で
電圧が最大に
なります。

電

流

信号源

検波へ アンテナ＝信号源：

信号源の理想的なインピーダンス値は０ですが、

そのようなものはありません。何らかの抵抗分

「Ｚ」が含まれています。インピーダンスが低い

分には問題ありませんが、高く成るとそのＲ成分

で「直列共振回路の電圧拡大率：Ｑ」を下げるこ

とになります。）

Ｚ 抵抗分

信号源

検波へ

Ｚ 抵抗分Ｚ

Ｃ1の役割：

Ｃ1を取り付けることでアンテナからの信号が一旦

蓄えられます。Ｃ1は共振回路（ＬＣ直列）から見

た場合、インピーダンスの小さい信号源となりま

す。これでアンテナ側のインピーダンスが高くなっ

たとしても共振回路に影響を与えないで済みます。

Ｃ1がないとアンテナ側のインピーダンスが高い場

合は影響を受け発生電圧が減少します。

共振周波数 =
２π ＬＣ

１
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◆高圧の電気がきていると思われる金属物（ＡＣ電源から供給さ
れている電気製品の金属部分など）には絶対に「ＡＮＴ」「ＧＮ
Ｄ」線を接続しないでください。

◆ガス管、ボンベ等にも危険ですので接続しないでください。

アンテナに届き共振回路を経て流れ込んで来た高周波

（被変調波）に直列にダイオードを通します。

すると、ダイオードにより、一定方向（順方向）にし

か電流は流れることができないので図のような波形にな

ります。しかしこれは、まだ高周波なので、このままで

は耳で聞こえる音にはなりません。

高周波（被変調波） ダイオード通過後の被変調波

検波

ダイオード

図のように、Ｃ（クリスタルイヤホンの容量）と、Ｒ

（Ｒ１ ２２ＫΩ）を使い充電、放電を繰り返すことに

より、もとの音声信号（変調波）を再現しています。

内はイヤホンの等価回路

Ｒ１
２２ＫΩ

放電

充電

放電

充電

再現された音声信号

◆部品の向き（Ｄ１：ダイオード）の取り付けが間違っていない
か、もう一度よく確認して、試してください。

◆ＡＮＴ、ＧＮＤのクリップは、しっかりと接続されています
か？ 導通（電気が流れるか）を確認しましょう。（アンテナ線
をつないだとき、「ガリ」と音がすればＯＫです。）

◆アンテナ線をつなぐ「物」をもっと大きな物に変えて試してみ
ましょう。（金属製 窓枠、ベランダの手すり など）

また、表面に絶縁体（ペンキ）が付いていると電気的に接続さ
れません。少し削り落としてクリップで挟んでください。

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所
〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西２－５－１

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

製品開発・販売元

・本製品の規格以外の使い方や改造の仕方についてのご質問にはお答えできません。
・規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致しません。

・ご質問は質問事項を明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」でお願いいたします。
お電話ではお答えできません。(内容によっては回答に時間のかかる場合があります。)

［ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

お問合わせ先

(製品版説明書に記載されています。)
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Ｏ
Ｕ
Ｔ

入

HIGH

MID

LOW

●受信について

・ゲルマラジオの音は電波が弱い場合は非常に小さくなりま

す。ご利用の地域によっては聞き取るのが困難な場合がありま

す。選局ダイヤルを回す時は、静かな所でゆっくりと行ってく

ださい。

・イヤホン端子から「ガガガ」「ザァー」などの音が鳴ってい

れば電波を受信しています。音声として聞こえない場合は電波

が弱いか、電磁的ノイズを受信している可能性があります。

(※つまみに数字が書いてありますが、選局周波数とは無関係

です。)空中の微弱な電磁波のエネルギーのみで音を鳴らして

います。電波の状態により地域内のすべての局は受信できませ

ん。また、電池式ラジオのようにクリアには聞こえません。

・アンテナにする接続物が小さすぎたり、電気が流れない物の

場合はアンテナにならず、ラジオは聞こえません。なるべく大

きな金属物を探して取り付けてください。

（塗装物に注意してください。本体は金属でも塗装の上からで

は電気は流れません。）

・窓のサッシの金属部分(塗装している場合は、ねじの部分)

・ベランダの柵の金属部分（ペンキなどの塗装の無い、金属

むき出し部分、継ぎ目などに取り付けてください。）

・階段の手すり（金属パイプ）

・メタルラック（止めねじ部分）、カーテンレール

・水道管（金属性）

・蛇口

下記の接続により、選局性は落ちますが、少

し感度が上がる事があります。

・ANT線をL3に接続。

・L1から新しいアンテナ線を出す。

※この接続で「大きな雑音」が聞こえる様であれば元の状態でも受信できる

はずです。ダイヤルを速く回しすぎて受信局を行き過ぎている可能性があり

ます。静かな所でゆっくり回してみましょう。

ウラ又は表で

ハンダ付け

アンテナ線

（黒）

●アンテナにする金属は、全体が塗装のしていない物という事

ではありません。

クリップの接続箇所のみ金属部分が剥き出しになって電気が流

れる状態の箇所であればOKです。(塗装の剥げた箇所、接合部

分の断面、穴空け箇所の断面、ねじの箇所など)

※2つのアンテナ線(ANTとGND)がショートしているとまったく

アンテナになりませんので注意してください。

それぞれを水道管と蛇口につなぐとショート状態になります。

片方だけを蛇口に取り付け、窓枠サッシと組み合わせればOKで

す。

※さびや塗装にも注意してください。接続箇所に電気が流れな

いとラジオに電波のエネルギーが供給されません。

※アンテナを高感度にするポイント

①ANT（赤）とGND（黒）の2線に取り付ける物は、なるべく離

す。（より大きなアンテナとなります）

②アンテナ線を取り付ける対象物は大きな物にする。

●現実的なアンテナ

アンテナは長い程よく受かりますので余っても、くくらないでなるべく伸ばしたままにしてください。延長してもOKです。

水道管(蛇口など）とベランダなどが家庭で考えられる最も感度が、かせげそうなアンテナとなります。

※注意：ガス管は危険ですので絶対につながないでください。

※注意：水道管が塩化ビニール性の場合はまったく効果がありません。

なるべく高い所の方が電波はよく受かります。（1Fより2F)

適当な金属物がない場合は、配線を延長して、とにかく長く伸ばしてください。

部屋の隅を壁に沿って引き回してもOKです。

※ビニール線はホームセンターなどで数百円程度でご購入頂けます。電線であればどんなものでも使用できます。

アースを確実に取る

アースは電線を接続した空缶やアース棒を地中にうめて作ります。大地との接続を良くするために電極を大きくするか深く埋めてく

ださい。また湿りっけのある土地のほうが良いアースになります。アースとラジオまでの接続はなるべく短くします。接続はGNDと

書いてある方に接続します。 ANT側は長く。

※電子レンジなど用に接地（アース）端子がコンセント付近にある場合もありますので、それを利用する事もできます。

資料：電波を受けるアンテナの理想的なものについて

ANT側：屋外に水平に12m、高さは10m前後 の逆L字型であれば理想的です）

GND側:アースを取る。（接地線に接続する）

※雷が落ちる事があるので避雷針を立てるなどの安全対策も必要となります。

●どうしても受からない場合

注意：基板ハンダ面のバリコンの端子に手が触れていると、正

しく受信できませんので選局つまみを回す時は触れないように

してください。

新しいアンテナ線


